
 《補正予算額》  一般会計   108億8287万8千円
   （債務負担⾏為） 18億3305万8千円

 《主な内容》  

園芸産地の営農戦略に基づく収益⼒強化を図るため、農業⽤機械・資材等の導⼊経費を助成
・ 県産畜産物の安定供給確保のため、北信⾷⾁施設の機能強化、畜産経営体等の運搬⾞両の導⼊等を⽀援

・ 地震被害想定更新に先⽴ち、発災時等に不⾜する可能性のある備蓄物資等の定量的分析に向けて調査を実施

農業の持続的発展と競争⼒強化  5億2062万3千円

・

・ 持続可能で環境にやさしい農業へ転換するため、肥料コスト低減に資する機械導⼊⽀援の予算を増額
・ 事業者の経営安定化やエネルギーコスト・CO2の削減を促進するため、省エネ設備等導⼊⽀援の予算を増額
省エネ・省資源を軸とした持続可能な構造への転換を促進

・ 事業者の資⾦繰りを⽀援するため、制度資⾦の融資可能額を増額するとともに、貸付対象者の要件を緩和

・ 燃料価格⾼騰の影響を受ける普通公衆浴場が事業を継続できるよう、重油、灯油の価格⾼騰分を⽀援

・ 現在講じている生活者⽀援が必要な方に的確に活⽤いただけるよう取り組むとともに、今後の低所得者に対
するきめ細かな⽀援のあり方について部局横断チームでの検討に着手

教育環境の整備  4億1646万9千円
・

県⺠⽣活の安全・安⼼の確保  1億3643万2千円
医療提供体制の整備

地震防災対策の推進
・ ⼊院中の⼦どもの付添い等の環境改善を図るため、⼩児中核病院が⾏う施設内修繕等の経費を助成

地域に必要な⼩児・周産期医療機能の急激な縮⼩や医療空⽩の発生を防⽌するため、患者数や分娩件数の減
少の影響を受ける産科・⼩児科医療施設に対して、運営費等を助成

・

これからの学びにふさわしい学習環境を実現するため、県⽴⾼校の再編に伴う施設整備を着実に実施

 今般策定した「暮らしと産業を⽀える中東情勢対応方針」に基づき価格⾼騰対応や構造
転換促進に取り組むとともに、医療提供体制の整備や地震防災対策を通じた県⺠生活の安
全・安⼼の確保のほか、農業の持続的発展と競争⼒強化、教育環境の整備などに必要な補
正予算を編成

「暮らしと産業を⽀える中東情勢対応⽅針」の実⾏  97億4189万1千円
価格⾼騰下における県⺠⽣活、事業継続への⽀援

・ 国の⽀援策と基調を合わせ、特別⾼圧を受電する事業者に対し電気料⾦の⾼騰分を⽀援

《暮らしを守る物価⾼騰対策》
・ 夏場の家計負担を軽減するため、LPガス利⽤者に対して１契約当たり2,000円の料⾦⽀援を実施

・ 社会福祉施設・医療機関等の安定的なサービス提供の継続に向け、医療・衛生⽤資材の価格⾼騰分を助成
・ 農業⽤生産資材価格⾼騰の影響を受ける農業経営体の営農を下⽀えするため、生産資材費の一部を助成

《事業者への経営継続⽀援》

・ 県⽴特別⽀援学校の児童生徒が、⼼⾝機能保持のための運動ができる環境の整備に向け、令和９年度までに
体育館への空調設備の整備が完了するよう、断熱及びエアコン設置⼯事の設計を実施
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